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債
決
定
は
一
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・

一

一民

一
3
月
1
日

lm日
が
縦
覧
期
間

一

一同
一

一J

平
均
債
格
昨
年
よ
り
引
上
げ

一四
一昭

和
三
十
年
度
の
回
定
資
産
の
評
慣
に
よ
る
債
格
の
決
定
が
昨
年
主
同

様
、
二
月
末
日
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
縦
覧
期
間
は
、
来
る
三
月
一
日
よ
り

同
月
二
十
日
ま
で
で
あ
り
ま
す
が
、
三
十
年
度
回
定
資
産
の
評
償
陀
釣
し
て
自

治
庁
が
燃
に
示
し
た
平
均
償
格
が
、
咋
年
よ
わ
も
引
上
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

一
月
末

(旬刊)りよTご

知
事
は
、
三
れ
に
主

っ

て
各
市
町
村
に
平
均
償

格
を
示
し
た
の
で
あ
り

ま
す
が
、
大
村
市
の
場

合
は
、
昭
和
二
十
九
年

度
陀
比
較
し
て
家
屋
に

於
て
八
%
、
回
が
二
五

%
、
宅
地
が
一
二
%
畑

が
二
八
%
、
山
林
、
原

野
は
各
一一二

%
が
引
上

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

'
と
り
わ
け
田
の
み
は
自
治

腐
の
示
し
た
評
償
基
準
に

政

基
A

つ
い
て
、
咋
年
、
一
筆

毎
の
実
地
調
査
を
致
し
ま

し
た
の
で
、
各
筆
が
二
十

九
年
度
評
債
格
の
二
五
%

増
し
と
い
う
よ
う
に
車
純

忙
一
割
切
れ
な
い
部
面
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

×

×

×

 

そ
こ
で
結
果
的
に
申
上

け
れ
ば
、
平
担
地
が
割

高
の
感
が
あ
り
ま
す
。

然
し
平
坦
地
と
云
え
ど

も
従
来
の
一
等
国
と
云
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(ふ
U
工
品
川
)
績
発
の
兆
候
あ
り

ウ
ガ
イ
と
マ
ス
ク
て
予
防
を

関
東
地
方
で
猛
威
を
、
ふ
る
っ
て
い
る
流
感
が
、

還
に
、
本
鯨
O
北
松
浦
郡
に
入
り
込
み

J

、
続
賞
の

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
左
記
を
働
行
し
て
本
・

病
の
予
防
に
ほ
勾
め
ま
し
ょ
う。

①
過
勢
や
不
婚
生
を
、
つ

つ
し
み
、
マ
ス
ク
の

使
用

E
励
行
し
、
外
か
ら
闘
っ
た
ら
必
歩
、
う

が
い
を
す
る
。

本
賂
北
松
に
入
り

市
民
各
位
へ
の
お
知
ら
せ
は
、

わ
れ
た
も
の
で
傑
件
が

良
い
と
忠
わ
れ
る
も
の

が
反
当
約
六
万
九
千
回

位
に
在
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
は
評
慣
基
準
。
一

傑
件
で
あ
る
経
演
保
件

の
有
利
性
が
然
ら
し
め

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

次
に
平
均
償
格
の
引
上
け

忙
付
て
の
理
由
で
あ
り
ま

す
が
、
祉
会
経
隣
紋
態
は

一
兆
闘
予
算
で
横
ば
い
統

態
で
あ
り
ま
す
が
、
従
前

が
、
と
う
し
た
之
主
は
清
掃
法
に
違
反
し
ま
す

の
で
共
の
取
締
り
を
強
化
し
営
市
環
境
衛
生
の

向
ヒ
を
期
し
た
い
三
思
い
ま
す
か
ら
何
卒
、
御

協
力
を
、
お
腕
い
し
ま
す
。

大
村
市
は
昭
和
二
十
八
年
千
二
月
以
来
、
モ
デ
ル
②
道
路
を
利
用
し

τ
の
野
菜
作
り
や
、
鶏
糞
の
乾

衛
生
市
の
指
定
を
受
け
、
共
の
目
的
達
成
の
た
め
燥
な
ど
も
止
め
て
下
さ
る
よ
う
御
闘
い
し
ま
す
。

市
民
各
位
の
御

協

力

を

得

、

相

当

の

宜

総

を

母

け

③

ま
た
ド
肥
の
使
用
は
、
特
別
清
帰
地
域
じ
在

て
い
る

の
で
あ
ま
す
が
、
一

一居
の
徹
底
を
期
す
る
っ
て
は
、
冬
期
は
三
カ
月
、
夏
期
は
一
カ
月
以

た
め

γ
択

の

こ

と

に

注

意

し

ま

し

ょ

ぅ

。

上

、

経

過

し

在

い

と

使

用

す

る

こ

と

が

出

来

な

①
市
民
の
中
肥
は
未
だ
路
傍
v

或
い
は
、
空
地
に
い
よ
う
清
帰
法
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す

『
ご
み
』
な
さ
を
捨
て
て
い
る
の
を
見
受
け
る
の
で
割
注
意
下
さ
い
。

ハ

保

険

衛

生
課
ぜ

ま
で
の
土
地
関
係
の
許
慎
一
合
、
三
十
年
度
は
税
額
K
一
い
う
大
休
を
巾
上
け
ま
一
業
委
員
や
生
産
組
合
長
、

額
が
、
市
場
取
引
慣
格
よ
一
於
て
十
二
闘
ぐ
ら
い
増
す
一
し
た
。
一
或
い
は
耕
作
者
の
方
々

ο

り
、
各
市
町
付
と
も
相
当
一
ょ
う
で
あ
り
を
す
ロ
一
絡
め
に
昨
年
九
月
か
ら
十
一
絶
大
注
御
援
助
と
、
御
協

拐
、
低
位
に
あ
っ
た
と
忠
一
以
上
今
回
の
評
慣
じ
よ

一二
月
三
十
一
日
ま
で
約
二
一
カ
に
封
し
事
務
組
当
者
と

わ
れ
る

ο
で
あ
り
ま
す
。
一
っ
て
税
金
が
、
き
れ
位

一万
四
千
筆
の
田
円以
実
地
調
一し
て
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼

従
っ
て
今
回
の
引
九
け
一
の
負
担
凶
ぱ
ほ
同
け
凶
岡
崎
円
滑
川
宮
川
崎
同
は
川
崎
河
川
税
務
課
長
)

は
、
三
れ
を
、
あ
る
程
一

度
時
慣
に
近
寄
ら
し
め
一

1-
昭
和
二
十
九

一

出

願

2
3
月
初
日
ま
で

て
し
か
も
経
済
状
勢
に
一

C
一

年

分

所

得

税

一

{

著
し
い
変
化
が
な
い
限
一

w

・

日

硲

定

申

告

の

一

第

六

期

計

量

敬

習

生

の
入

所

試

験

。

数

年

調

達

子

方

エ

主

炎

指

導

が

、

左

一

、

l

f

-

針
。
ょ
う
巴
考
え
ら
れ
一
は
司

z
b
表
の
よ
う
在

一

伊
ア
F

a
rH

量
教
習
生
の
一
田
町
八
番
地
、
通
商
産

る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
日
相
日
割
で
実
施
入
所
試
験
が
、
来
る
四
月
一
業
省
計
量
教
脅
所

こ
の
よ
う
に
し
て
慣
侍
を
一
日
川
ひ
き
れ
芋
す
の

五
、
一
パ
附
日
に
実
施
さ
れ
一
O
受
験
願
書
提
喝
明
日

u

適
正
な
も

D
と
し
て
置
く
一

41J
刊
で
、
税
務
署

一ま

す

。

一

昭

和

三

十

年

三

月

二

十

↓

え

税
翠
は
二
十
九
年
一
広
告
よ
り
遇
知
を

一

計
量
敬
習
所
は
、
昭
和
一
五
月
号

度

3
5
2
・
五
(
二
一

3
申
う
け
た
方
或
二
十
七
年
三
月
か
ら
施
行
一

@
試

験

官

l
昭
和
三
十

十
八

2
1
2
3一
れ

ノ

い

ほ

新

注

さ

れ

た

計

去

に

基

き

、

一

年

四

用

瓦

目

、

四

月

六

一
・
六
で
あ
っ

5
を
百
一
定
定
申
告
を
要
計
量
陀
関
す
る
業
務
に
従
一

日
ハ
二
日
調
J

分
の
一
・
悶
吃
引
下
け
ら

一
ト

t
h
g
す
る
方
。
は
事
す
る
官
公
庁

心
掛
員
、
一
@
試
験
場
所
H

ム
東
京
ム

れ
て
お
り
ま
す
白

l

一

c
話
洩
れ
泣
く
指

並

び

K
計
量
士
に
在
ろ
う
一
名
古
屋
ム
大
阪
ム
踊
岡

然
し
乍
ら

2
3引
h
一

日

定

雪

、

う

け

主
す
る
者
そ
の
他
、
一
般

一

A
仙
台

ゆ
と
積
雪
引
下
け
と
一

4
1ら

れ

る

よ

う

舎

の
計
量

の
業
務

2
6修
業
年
限
土
ハ
カ
月

を
相
殺
し
て
ち
、
多
少
一

2
B寺

お
知
ら
せ
致
事
し
よ
う
と
す
る
者

2
7
1
l九
月
ゾ

の
負
担
ぎ
兎
山
れ
な
一

j
fし
ま
す
@
要
注
技
術
、

及
び
質
務
を
一

@
採
用
予
定
人
員
ハ
約
一

い

の

が

大

部

分

か

と

忠

一

)

所

2
、

自

警

す

る

通

尚

産

業
省
の
一

0
0名
)

い

ま

す

。

一

oι
一

の
点
は
、
市
附
属
機
関
で
あ
り
ま
す
。

一
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て

ま
た
家
屋
D
場
合
は
八
%
一

…ー
し

税

務

課

、

又
h

〔
要
項
戎
の
遇
立

一は
市
商
工
水
遁
課
陀
御
問

D
引

上

け

で

あ

り

ま

す

が

一

は

出

強

所

に

一

θ
受
験
願
書
提
出
先
H

東
合
せ
下
さ
い
。

税
率
が
引
下
け
ら
れ
る
関
一
お
問
合
せ
下
ず
い

u

一

京

都

新

宿

也

市

ヶ

谷

河

ハ

商

工

水

産

諜

ゾ

係
で
、
誓
え
ば
二
十
九
年
一

J

度
の
評
慣
格
十
万
闘

の
場
一
刻

首
}
合
つ
，
コ
ミ
捨
て
工
f
L
L
ち
ま
し

ー、
ス
旬
#
fレ
野
菜
作
り

J
t
i
I

b

ょ
う

錦
兼
一・
下
肥
庭
恕
に
も
御
注
愈

直

指
導
場
所

指

導

備

月

日

(
保
険
衛
生
課
ゾ

i lil;!:l;l;lil; 
ー-. 一・ 一 一 一

二月二月 月 月 月 二月二月二月
ムF、ムF、一 一 一 八一 17] 
日 日 日 日 日 日 日

一
月

一 丘
日 日

一

鈴出張所間 萱瀬張所出 聴重眼所出 張所松原削 所竹桧出強 所西村張大m公舘央中R 
H浦i〈J

雌

所

事c-業D所費大回 下出舘へ民央は中方業諸つ業脅。4付地凶大 時量午後りO分主三時午前九

す。方の農は出付いきお公 で四 i 

②
う
.
か
い
鶏
は
、
冷
い
番
茶
や
、
塩
水
で
も
、

よ
ろ
し
い
が
、
で
き
た
ら
二
%
の
棚
酸
水
を
常

備
し
て
忘
れ
予
実
行
す
る
。

③
本
年
の
流
感
の
特
徴
は
、
せ
き
、
く
し
ゃ
み

頭
痛
、
発
熱
が
著
し
く
、
は
在
血
が
出
る
、
り

ん
ば
腺
が
隠
れ
る
、
咽
顕
痛
を
訴
え
、
普
通

り

感
冒
よ
わ
、
ち
ょ
っ
と
重
い
症
欣
を
示
し
て
い

匂

C

。

④
感
冒
ほ
脳
膜
炎
や
肺
炎
を
併
発
し
て
死
亡
す
る

曹と
い
う
危
険
も
あ
る
の
で
、
少
し
で
も
、
お
か
し

い
と
思
っ
た
ら
留
者
に
見
℃
貰
う
と
と
。

ナ
ベ
て

「市
政
だ
よ
り
」

で
ナ
。

速
や
か
に
配
付
の
上
、

よ
く
お
讃
み
下
き
い
。

考

て会一3月3日まで申込…:
自下よー南米移民210名を募集OVV"~
醤 3
闘い務詳込成曾勝三希れ項寡の昭
拓。所細みのあ海目撃ま K 集移和
移 には下上て外 迄 者 す 依 が 民三
民 、岡さ、開移に はのり次第十

お面上いお書 佳長三で行 の一 年
間 事。申作協崎月、わ要因度

H

押
責
撃
退
H

虎

の

巻

大

村

警

察

署

浮かi
j得;

!lUi 
:力i
f~ i 

最
返
、
各
地
に
替
祭
の
目
を
か
す
め
て
押
司
、
詐

欺
師
が
横
行
し
℃
い
ま
す

の
で
、
左
の
十
九日十
を、

お
読
み
の
上
、

被
害
に

か
L
ら
な
い
よ
う
御
注
意

下
さ
い
。

一
、
何
も
要
ら
在
い
・
と
、
は
っ
き
わ
断
っ
て
相
手

陀
な
ら
た
い
こ
と
。

二
、
た
る
べ
く
人
の
鬼
て
い
る
所
で
際
待
す
る
こ

主
、
誓
え
ば
表
に
出
る
。

三
、
落
つ

い
た
態
度
で
舷
待
し
相
手
に
「
ス
キ
」

を
田
市
せ
な
い
事。

問
、
座
り
込
ま

?
に
立
っ
て
臆
待
す
る
こ
と。

五
、
夜
間
伐
家
心
中
に
入
れ
ぬ
こ
さ
。

六
、
口
を
き
い
た
り
、
品
物
に
手
を
、
ふ
れ
た
り

せ
歩
、
ま
た
品
物
が
安
け
れ
ば
、
買
っ
て
も

良
い
等
と
慾
心
を
起
き
な
い
こ
と
。

七
、

一
度
、
買
う
と
何
回
も
押
し
か
け
近
所
を
荒

す
口
実
に
も
、
在
る
か
ら
一
切
買
わ
ぬ
こ
と

八
、
脅
迫
的
に
出
た
時
ぼ
近
所
に
連
絡
、
協
力
し

て
追
出
す
か
、
又
は
警
察
、
最
寄
り
の
駐
在

所
、
派
同
所
へ
連
絡
す
る
こ
と
。

九
、
慈
善
事
業
圏
体
の
紹
介
欣
等
は
旦
セ
も
の
が

多
い
か
ら
信
用
し
た
り
、
同
情
し
た
り
せ
ぬ

干
}
?
と
。

十
、
品
物
が
経
く
、
小
さ
い
色
。
を
持
っ
て
い
る

時
は
、
脅
迫
し
て
金
口
聞
を
、
と
っ
た
り
、
夜

間
、
盗
み
じ
人
る
詩
の
下
見
が
多
い
か
ら
特

に
注
意
す
る
こ
と
。

地
方
選
患
は
何
時
一
行
れ
れ
る
か

三 ニ | 都 及 れ満十五
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行統あ三に
事四 D村行村の町行市 う閣遷都を圏選三苫 一 つ日あ
、月 たにう議二村う議も休 皐 道行体暴れ れ 3て そ っ

係二め」えも公，¥長 も会 の 、を! 向 う の を に るれはのて
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選知はこ lurを吋も、 を 、行六 ω休 器 共で た 執に任十

畢
、
四
月
三
十
日
に
は

市
議
会
議
員
と
市
敬
育

季
員
補
欠
選
皐
が
執
行

3
れ
る
こ
主
に
な
っ
て

い
る。

本
年
二
月
二
十
七
日
執
行

5
れ
る
衆
議
院
議
員
総
選

翠
に
上
り
、
政
界
地
闘
の

塗
・
り
替
え
之
、
相
ま
っ
て

民
主
政
治
の
殻
民
に
新
生

の
息
吹
き
を
吹
き
こ
む
も

の
主
忠
わ
れ
る
。

公
明
選
車
運
動
。
徹
底

に
よ
り
「
良
い
人
」
が

選
ば
れ
「
良
い
司
会
」

を
作
り
「
良
い
地
万
政

治
が
生
れ
る
」
た
め
に

有
権
者

。
一
人
一
人
が

選
患

の
重
要
性
を
自
売

し
政
治
が
閥
民
の
も
の

で
あ
り
、
市
民
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

怠
け
れ
ば
な
ら
注
い
。
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募
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D
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事
中
、
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ス
大
村
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員
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千
百
凶
を
共
同
募

金
大
村
支
会
へ
寄
托
し
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と
あ
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D
は
二
千
六
百
正

十
凶
の
誤
記
に
つ
き
心
訂
正

し

ま

す
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貴
重
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一
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商
居
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ま
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人
口
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る
市
町
村
の
一
ま
せ
ん
つ
で
不
荘
者
投
票
一
度
で
す
が
要
す
る
に
、
之

は
、
そ
っ
代
理
人
、
似
人
一同一
比
外
に
お

い
て
疾
病
に
一
事
巾
に
技
常
し
て
も
不
在
一
の
制
問
叶
棄
権
す
る
の
配

管
業
の
場
含
は
、
自
ら

の一

か
か
わ
、
入
院
ま
た
内
療
一
者
投
票
管
別
者

、，
管
挫
す
一
川
来
ろ
ど
け
、
在
く
す

る

殻
行
す
ろ
誰
明
書
、
間
学
主

一養
中
の
歩
行
可
能
の
人
も

一ろ
場
所
で
、
投
球
す
る
三

一
矯
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で

の
場
合
は
、
串
校
長
打
一
諮

一そ
っ
人
の
滞
在
中
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市
町
了
と
が
出
収
れ
な
い
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で
結
同

一
あ
h

り
ま
す
の
で
、
こ
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投
壊
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選
皐
D
一
れ
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挙
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載
一
明
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貰
ら
い
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一
付
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で
な
け
れ
一
不
'
任
者
投
撲
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な
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一該
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さ
れ
る
場
合
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、
ど

営
目
、
定
め
ら
れ
た
投
票
一
さ
れ
、
不
在
者
投
票
事
山
一
が
名
簿
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載
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れ
℃
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一
ぱ
、
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こ
I
C
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一
在
の
ま
す
。
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所
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挙
乃
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日
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住
所
地
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町
村

η
還一

り

ま

す

。

一

以

上

述
〈

ま
し
そ
事
が
巣
左
出
来
ろ
行
け
有
効
に

一

一

阿
川
と
し
て
い
ま
す
が
、
一
自
ら
投
票
所
-
い
行
っ
て
投
一
車
管
理
委
員
曾
に
、
直
接

一

こ
う
場
合
、
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一

の
属
す
る
官
公
胃
、

命
一
位
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必
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ま
す
。

一段
、
又
ヨ
促
妥
ド
、
乏
し
一

一

リ

ポ
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十
ぺ
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玉
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泉
寮
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生
一
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一

一

一

竹
松
郷
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田
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川
原
町
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而一京
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放
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投
票
所
・
開
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所
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知
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村
市
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員合)

不
在
者
投
票
制
度
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つ
い
て
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人
J

同
ヮ
制
民
収
は
に
一一
旬
時
代
か
ら
協
和
後
広
、
か

け
て
い川カ
年
D
長
き
に

一区
っ

て、

政
機
計
担
当
し

だ
古
川
内
問
か
ら
出
器
官
邸
内
問
と
一一一-川
、わ札
ろ
崎

山
内
間
の
子
て
政
市

ρμω
し
、
新
内
内
に
よ
っ

て
併
政
、
間
出
川
い
が
行
わ
れ
る
三
さ
に
な
り
、
山
川

和
初
日
後
、
初
め
て
乃
同
氏
の
総
怠
伝
聞
く
納品作)

川県
と
も
、
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
口

こ
の
総
選
法
ば
、
第
十
九
臨
時
国
舎
に
お
け
る

五
党
の
国
会
自
治
路
明
江
基
.つ
い
て
、
い

わ
ゆ

る

臼

m，ι
訟

の
一
段
と
し
て
行
わ
れ
た
改
正
忍
以
法

の
、
も
?
と
で
初
め

て
行
わ
れ
る
選
容
で
民
主
政
治

の
確
立
託
期
せ
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
隠
史
的
巡
命

が
@
之

の
総
選
怒
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す

之
の
改
疋
法
は
閥
会
の
汚
職
と
乱
闘
と
に
よ
っ

て
泥
土
に
、
ま
み
れ
た
政
治
の
現
実
の
所
産
で
あ

グ グ


	195502-3-p01
	195502-3-p02

